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■会議次第： 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

(1)  第２期秦野市自殺対策計画の素案について 

４ その他 

５ 閉会 

 

 

 

■事前配布資料 

・第２期秦野市自殺対策計画素案 

・はだの自殺対策計画第２期計画改定の要旨 

・第１回秦野市自殺対策推進委員会の質問について 



■当日配布資料  

・次第 

・名簿 

・資料１ 秦野市の自殺者数・自殺死亡率の推移 

・資料２ 秦野市消防本部救急出場件数及び自損行為救急出動調べ  

・資料３ 第２期秦野市自殺対策計画 新計画名称（案） 

・資料４ 第２期秦野市自殺対策計画素案に対する意見シート 

 

 

■議事要旨： 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

(1)  第２期秦野市自殺対策計画の素案について 

４ その他 

５ 議事 

議事（１）第２期秦野市自殺対策計画の素案について 

事務局 【事務局から以下について説明】 

・第１回委員会の議事に関する質問への回答及び追加説明 

・資料１）秦野市の自殺者数・自殺死亡率の推移 

・資料２）秦野市消防本部救急出場件数及び自損行為救急出動調べ 

・はだの自殺対策計画第２期計画改定の要旨について 

・第２期秦野市自殺対策計画素案について 

山本委員長 それでは、各章毎に検討を進めたいと思います。 

第１章には、第１期計画の評価に関する内容も含まれますので、重点

的に検討していきたいと思います。第１章について何かご質問やご意見

はございませんか。前回の委員会の追加説明に関するご質問でも構いま

せん。 

柴田委員  取組分野「社会的つながり（ソーシャルネットワークの強化）」重点

目標「１．地域におけるネットワークの強化」（P.35）の中で、自殺未遂

者に並んで、生活困窮者が上がってくる根拠は何ですか。（P.24）「原因

別５か年自殺割合」グラフでは、秦野市の自殺者における原因は、健康

問題が最も多い状況です。 

事務局 経済・生活問題を自殺のハイリスク要因として認識しているからで

す。（P.24）「原因別５か年自殺割合」グラフでは、自殺原因の中でも上

位 3 番に入っています。多様で複合的な原因が絡み合い、最終的に自殺

に至るという認識が一般的です。生活困窮イコール経済問題と言えない

ケースもありますが、自殺の原因については、うつ状態など多くの方に

健康問題が該当しますが、失職や退職などを経て、最終的に多重債務等



の経済問題が出てくることが多いことから、その観点で掲載をしていま

す。 

石井委員 （P.3）「１自殺の基本認識と自殺対策の本質」について、文章内に似

通った内容があります。少し整理されるとよいのではないですか。 

山本委員長 文言を整理するとよいということでしょうか。 

石井委員 そうです。 

柴田委員 （P.13）取組分野Ⅲ-１「生きづらさを抱える人への支援」について、

相談窓口の業務単体でそのことについて対応しているわけではなく、市

として、様々な業務で複合的に対応していることを掲載できるとよいの

ではないですか。 

山本委員長 続いて、第２章の検討に移ります。 

何か、ご質問やご意見はございませんか。 

石井委員 第２期計画の体系図について、主に第４章に取組内容を掲載するので

あれば、第４章にもこの体系図を掲載したほうがよいのではないです

か。もしくは、第４章だけに掲載をするほうがよいと思います。 

山本委員長 第２章について、わかりやすく記載していてよいと思いますが、事務

局はいかがですか。 

事務局 第１章に関連するところですが、計画の目標値について、第１期計画

では自殺死亡率 14.7％以下と設定していました。 

第２期計画では、「誰も自殺に追い込まれることのない秦野市」の実

現を目指して取組むことを踏まえて、目標値を自殺死亡率ゼロに変更し

ようと考えています。これについてご意見をいただけますか。 

関口委員 行政が出す目標値やその表現方法として、自殺死亡率ゼロというの

は、国や県の計画を踏まえるといかがでしょうか。 

事務局 国や県の取組計画では、自殺死亡率を目標値として設定しています。

また、他市町村の計画についても、国や都道府県の計画に準ずる形で、

自殺死亡率について数値目標値を出しているところが大半です。ただ

し、一部の自治体ですが目標値を自殺死亡率ゼロと設定しているところ

もありましたので、秦野市におきましても、第２期計画から目標値をゼ

ロに設定したいと考えていました。 

関口委員 表現として、目標値を自殺死亡率ゼロと書くと、他から逸脱してしま

うように見える場合もあると思いますが、前回の委員会でもお話ししま

したが、自殺死亡率ゼロに設定することは良いと思います。 

山本委員長 同じように、目標値を自殺死亡率ゼロと設定している自治体もあると

いうことですね。 

梶山委員 国や県の計画で、自殺死亡率の目標値に根拠はありますか。 

山本委員長 昔から、日本の自殺対策は、北欧やヨーロッパを参考にしています。

それらの国では、自殺死亡率を何％下げるというような数値目標で取り

組んだと経緯があるのではないですか。国として、その数値に明確な根



拠があるわけではないのではないかと思います。 

石井委員 基本的には、国や県、市町村などどの計画でも自殺死亡率はゼロにし

たいと思っています。ただし、具体性のある目標を考えると、数値を設

定しなくてはならない。自殺死亡率ゼロという取組は応援したいと思い

ます。 

委員長 目標値は、自殺死亡率ゼロで良いと思います。秦野市は、年度によっ

て自殺死亡率の著しい変動はありますか。 

事務局 ありません。 

山本委員長 市町村によっては、年度によるばらつきが大きいところもあります。

そのような市町村では数値目標はあった方がいいと思いますが、秦野市

の場合は、自殺死亡率を徐々に減らしてゼロを目指すという考え方は良

いと思います。 

ただし、計画の各取組が実際にどの程度達成できるのか、また、その

取組でどれだけ自殺者数を減らすことができるのか、その経過を見てい

かないといけないと思います。 

山本委員長 第３章の検討に移ります。 

何か、ご質問やご意見はございませんか。 

事務局 秦野市健康増進計画検討委員会の中で、計画に掲載されているデータ

標記について指摘がありました。市民アンケート調査のサンプル数が少

ないという意見や、グラフ等の集計内に無回答が含まれているという不

手際がありました。市民アンケートの集計方法について、具体的な年齢

を記載していないとの指摘もありました。この件について、本計画にも

関連する部分がありますので、事務局で精査して、改めてご報告します。 

庄子委員 県と比較して秦野市の高齢者の自殺者割合が多いことについて、秦野

市の人口は、高齢者の割合が多いですか。それとも、高齢者人口はそこ

まで多くないが、高齢者の自殺者割合だけが高いのでしょうか。 

事務局 高齢化率は全体の 31％まで高まっています。 

庄子委員 高齢者人口が多ければ、高齢者の自殺者割合が高まるのは当然です。 

関口委員 私の記憶では、県内の各市町村別の高齢化率を比較したときに、秦野

市の高齢者割合は突出していなかったと思います。 

山本委員長 いのち支える自殺対策推進センターから、秦野市宛てに年代別の自殺

者割合の分析は送付されていますか。 

事務局 （P26）６０歳以上の自殺割合のグラフは、いのち支える自殺対策推進

センターから送付されたデータから作成しました。その他に、高齢者の

自殺について追加情報があれば、次回の委員会でご報告します。 

森委員 人口動態統計には、外国人は含まれていませんか。 

事務局 はい。 

森委員 技能実習生などの外国人は、生活に困窮して自殺に追い込まれるとい

うことはないということですか。 



事務局 秦野市健康増進計画検討委員会の中でも、外国籍の方も秦野市民であ

るという認識を持つことが大切であるという話がありました。例えば、

秦野市では、子どもで虫歯があるのは外国の方が多いということがわか

っています。生活習慣の違いもあるかもしれませんが、生活困窮が原因

で治療に結びついていない可能性もあります。素案では、主に秦野市在

住者の統計を掲載していますが、今後、良い資料があれば報告します。 

森委員 警察統計に秦野市在住の外国人の自殺者数は含まれますか。 

事務局 はい。 

森委員 では、人口動態統計と警察統計を比較すると良いと思います。 

柴田委員 （P.24）市、県、全国の棒グラフの色合いにはっきりと違いをつける

ともう少し見やすくなると思います。色合いのメリハリや、柄をつける

など、工夫していただけると良いですね。 

石井委員 （P.21）自殺死亡率のグラフは、自殺死亡者数のグラフではありませ

んか。 

また、（P.22）市、県、全国の男女別割合は、令和３年のグラフですが、

これが令和４年では数値がかなり変わると思います。他のグラフでは過

去５年間の平均値や長期間の推移を掲載しているものもあり、統一性を

図ると良いと思います。 

（P.24）原因別５か年自殺割合のグラフでは、元になる統計は令和４

年度から集計方法を変えていますので、その情報を記載した方がいいと

思います。自殺に至る過程では、原因はひとつではなく複数の様々な問

題があり、そのひとつに健康問題があるということを明記した方が良い

と思います。わかりやすく説明するために、第１章の「自殺の危機要因

イメージ図」を、このグラフの下に記載するとイメージがつきやすいと

思います。 

堀澤委員 （P.23）下段のグラフについて、自殺死亡率の数値に誤りがあります

ので修正してください。 

山本委員長 第４章の検討に移ります。第１期計画と第２期計画で取組内容の違い

がわかりづらいので、変更した箇所、変更していない箇所について説明

をお願いします。 

事務局 第２期計画は、第１期計画から大幅な変更はありませんが、取組を強

化したり内容を拡大した点についてご説明します。 

第１期計画では、地域での見守り体制の構築や相談しやすい環境整

備、普及啓発が主な取組でしたが、第２期計画では、これらの取組を強

化及び拡大します。（P.43）「多世代にわたる自殺対策の展開」では、こ

れまで、児童や生徒に対する対策は学校でのいじめ対策を中心に記載し

ていましたが、前回の委員会でご指摘があったように、ＬＧＢＴＱに関

する悩みを持つ若者への対策を盛り込み、市全体で取り組んでいきま

す。また、女性への自殺対策は強化すべき課題であり、第１期計画では、



取組の対象者を妊産婦としていたが、第２期計画からは、女性への支援

として、妊産婦などの子育て中の女性だけではなく、ひとり親や、社会

との関わりが乏しいような引きこもり状態の方についても対策として

盛り込んでいけるように検討したいと考えています。 

（P.49）「遺された人々への支援」では、市役所へ死亡届を提出時にご

遺族へ情報提供ができるように体制を整備します。 

（P.52）精神障害等のある人への支援については、「等」を追加して対

象者を拡大して取組の強化を図ります。自殺未遂者などハイリスク者へ

の支援については、実態把握と分析が必要であると考えており、市だけ

でなく警察や消防、医療機関など関係機関とそれらの情報を共有するこ

とを取組としました。 

山本委員長 関係機関との情報共有や連携の強化、支援体制の整備などの取組が必

要であるのは、自殺対策に限ったことではありませんが、秦野市の様々

な取組がネットワークとして機能しているのか、また、必要な連携がと

れているのかについて、計画内でどのように表現するのかは難しい部分

です。このような関係機関とのネットワークの構築や連携強化について

記載しているのはどの部分ですか。 

事務局 （P.35）自殺対策に関する庁内連絡会議や、当委員会などの取組が該

当します。庁内連絡会議は年１回以上開催しており、庁内各課の取組の

ひとつひとつが自殺対策につながるということを認識してもらう場と

して、また、自殺対策に関わる情報を共有したり庁内の連携強化を推進

する場としています。 

山本委員長 それらの取組について、さらに強化する必要はありませんか。 

事務局 現状の取組で十分かというと、そうではないと思います。今後に向け

て検討します。 

山本委員長 秦野市として、連携を強化していこうという流れはありませんか。そ

の一環として、様々な施策を展開していると思っていました。 

柴田委員 健康増進計画と自殺対策計画はどのように連携していますか。 

事務局 健康増進計画の中にも、こころの健康や自殺対策に関する内容は含ま

れています。 

山本委員長 自殺対策に関する庁内連絡会議を活用して庁内の連携強化を図ると

いうのであればそれでも良いと思いますが、様々な困難を抱える市民へ

の支援について、庁内の各課がそれぞれ別々のところで取り組んでいる

印象を受けます。 

自殺対策に限定した事業だけではなく、様々な困難に対する秦野市と

しての大きな枠組みの中で連携できる体制があれば、その一部分として

自殺対策を強化していこうと考えた方が推進しやすいと思います。 

事務局 当委員会や庁内連絡会議について、市全体の取組体制の中でどのよう

な位置付けになっているか確認します。ただし、自殺対策だけを切り離



して取組を考えるということはありません。福祉や医療との関係など、

他課主催の会議体との関連について等、情報を整理していきます。 

庄子委員 「いのちの電話」に相談電話をかけてこられる方は、「女性の勤労者」

が多いです。ご本人が正社員であっても男性との賃金の差があったり、

独身世帯の場合には様々な支援の対象に該当しないなどの相談電話も

多いです。 

勤労者からの相談の中には女性特有の悩みがあり、女性からの相談の

中には勤労者特有の悩みをお話される場合があります。また、どこにも

属していないような方もいます。 

事務局 その通りです。秦野市は「女性とこどもが住みやすいまちづくり」と

いうコンセプトを掲げて取組を強化しています。色々な面で、どこにも

属していないような、はざまにいる方も多いと思いますので、しっかり

と取組を強化していきたいと思います。 

辻委員 女性という表記については、市としてどのようにお考えですか。計画

内の男性・女性という表記に関して、ダイバーシティの実現を考えると、

女性という表記が果たして良いのでしょうか。世の中の流れと本質的な

問題の両方を考えると、どのように表記を統一するのかは難しいところ

であると思いますがご検討いただきたい。 

山田委員 神奈川県人権推進指針の項目の中に、「女性」がありますので、「女性」

の表記で良いのではないかと思います。 

山本委員長 昨今の自殺者の傾向から考えますと、女性の自殺者数が増えているの

で、あえて「女性」という表記のままで良いと思います。「女性に対する

自殺対策」という大きな枠組みはそのまま残し、個別に対応する場合に

は「性」を特化しない表記にすると良いと思います。 

関口委員 （P.52）重点目標「１“生きる支援”の充実」で、「精神障害のある人」

から「精神障害等のある人」に変更した経緯を教えてください。 

事務局 自殺未遂者への支援が自殺対策として重要であることは認識してい

ます。ただし、自殺未遂者支援をひとつの項目として明記しようとする

と、自殺未遂者への支援や取組を、関係各課等が自分たちに関わる取組

ではないととらえてしまわないかなどの懸念もあり、あえて大きな取組

の枠組みに盛り込みました。どのような標記方法が良いか検討します。 

関口委員 自殺未遂者の項目を削り、「精神障害者等」にまとめると、自殺未遂

者が精神障害者という誤った認識をされるのではないかと思います。 

事務局 自殺未遂者に対する支援や対策が、行政として確立できていません。

実態や実情を十分に把握できておらず、どのような部署等がどのように

連携をとることで自殺未遂者の支援につなげられるのか、現状では計画

内に明記するのは難しい状況です。 

リスクのある方を救いたいと考えていますが、十分な取組や支援の整

備ができていません。決して自殺未遂者を精神障害者に含めたいわけで



はありませんので、ふさわしい標記の仕方についてご意見をいただきた

い。 

山本委員長 自殺未遂者として特定せずに、「自殺ハイリスク者」と言うような表

現で幅を利かせるとよいのではないでしょうか。 

山田委員 女性の人権、障害者の人権という項目が神奈川県人権推進指針にあり

ますので、障害者という表現ではどうでしょうか。ただし、自殺ハイリ

スク者を指すようなピンポイントの表記にはなりません。 

久保委員 （P.52）体制整備を進める方策を検討します、とは、体制を決めると

いうことですか、または、話し合いを進めるということですか。 

警察では自殺未遂者に対応する場面は多いですが、同居家族がおらず

家族の支援がない方など、その後のフォローにつなげることができない

ことが多いです。警察は、その現場での対応以上のことはできないため、

連携体制が整備されれば、警察としても次につなぐところがあると助か

ります。この体制整備に関わる取組の方向性をお示しいただきたい。 

事務局 行政としても、自殺未遂者の支援体制の整備について、その必要性は

理解しています。第２期計画の遂行期間で取組が可能な、具体性のある

内容を記載することが必要であると考えまして、体制整備に向けて、ま

ずは、実態を調査し現状を把握した上で、その情報を基に、関係機関で

体制整備を構築する方法について議論するところまでを取組計画とし

て明記しました。 

久保委員 秦野市の現状の取組であれば、庁内連絡会議や当委員会で体制整備に

ついて議論するのですか。それとも、別に委員会などを立ち上げるので

すか。 

事務局 どのような場で議論するのか、具体的なことが決まっていません。庁

内連絡会議には消防も含まれますので、関係各課等の意見も確認したう

えで、第２期計画の中で推進していきたいと考えています。 

石井委員 （P.37）ソーシャル・キャピタルの図がありますが、「ソーシャルキャ

ピタル」という言葉は計画の中で使われていますか。 

事務局 （P.35）ソーシャルネットワークという記載をしている部分に対応す

るものとして掲載しています。言い回しが異なりますので、統一します。 

石井委員 孤立しない・させない居場所づくりについて、関連事業は２課のもの

だけなのか。 

事務局 第１期計画では、高齢者や不登校児童に関連する２課の事業を掲載し

ていました。現在各課で取り組んでいる事業の中に、子どもや子育て中

の方の地域の居場所づくりに関連する事業がありますので、第２期計画

では、幅広い対象者にとって居場所となるような取組や事業について追

加します。 

石井委員 （P.42 など）「基本の方向性」の目標値の達成については、期限を記

載をした方がよいと思います。 



次第「４．その他」 

事務局 【事務局から説明】 

・第２期計画から新たな計画名に変更することについて 

後日、意見シートにてご意見等をご提出いただいても構いません。 

梶山委員 自殺死亡率の目標値をゼロにするということで、これから取組内容の

ハードルが上がると思います。庁内での調整も厳しいと思いますが、こ

の委員会での総意があり、秦野市の取組としても求められているという

ことを踏まえて調整を進めると、推進しやすいと思いますので頑張って

ほしいと思います。 

山本委員長 

 

委員の方から何かご質問等はございますか。無いようでしたら、これ

をもちまして、第２回秦野市自殺対策推進委員会の議事は終了します。

お疲れ様でした。事務局へお返します。 

事務局 長時間にわたり、山本委員長、委員の皆様、御審議いただき、ありが

とうございました。本日、皆様からいただいた御意見をまとめ最終案を

策定したいと思います。また、委員の皆様には意見シートをお配りして

おりますので、後日で結構ですので、第２期計画についてご意見等ござ

いましたら事務局までお知らせください。引き続き御協力をどうぞよろ

しくお願いいたします。これをもちまして、令和５年度第２回自殺対策

推進委員会を閉会します。ありがとうございました。（閉会） 

                             


